
【政治・経済】 
実教出版「最新 政治・政治経済」 P.103, 104, 106 現代の⽇本経済と福祉の向上（社会保障の役割と課題） 
社会保障制度は、どのように発展してきたのか。また、⽇本の社会保障制度の仕組みと課題は何だろうか。 

 

〜ClassPad.net のファイルふせん・グラフ機能を活⽤する〜 

年⾦制度について考える授業 
2050 年の年⾦バランスについて考える。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教師はあらかじめ作成しておい
た、重要語句を⽳埋め形式にした
テキストふせんを、授業⽀援機能
の「送る」ボタンを使って⽣徒全
員の端末へ⼀⻫に配信する。⽣徒
は賦課⽅式や世代間扶養といった
キーワードの復習を個々に⾏う。
また、EX-word ふせんを使⽤し
て、⽤語の解説もあわせて⾏う。 
 ※Ex-word 機能は有償になります。別

途ご購⼊いただくことでこの機能は
ご利⽤いただけます。 

 

概要の説明 
学習⽬標をスクリーンに提⽰し、これま
での学習内容と本時の課題を接続する。
また、年⾦制度における基本的な財政の
仕組みを理解したあと、ClassPad.net の
機能を⽤いて具体的な制度変更をグラフ
上に適切に表現し、そのグラフから将来
の収⽀バランスや⽣活への影響を適切に
読み取れるという⽬標も説明する。 
 
 
 
基本的な事項の確認 
年⾦制度の構造的な問題を理解するため
の共通⾔語を確認する。教員は、重要語
句(賦課⽅式、積⽴⽅式など)を⽳埋めに
したデジタルノートを配信し、⽣徒は各
⾃で確認する。同時に、現在の⽇本にお
ける賦課⽅式の良い点と悪い点について
確認する。 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：年⾦制度における「給付と負担」のトレードオフの関係を、デジタルツールによ

って可視化し、持続可能な社会保障の在り⽅を考察させる。 
⽣徒向けの⽬標：年⾦制度の仕組み（給付と負担のバランス）を理解し、シミュレーションを通し

て「持続可能な制度案」を論理的に説明できるようにする。 
 
【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・授業準備の時短／効率化：板書内容や宿題をすべてデジタルノート上に⽤意できるため、授業準備も

進⾏も効率化できる。 
・⽣徒の理解促進    ：ファイルふせんやリンクふせんを活⽤して各種資料を表⽰することで、

ビジュアル的に理解を促すことが可能になる。 
・協働学習促進     ：同時編集機能や授業⽀援機能を活⽤することで、⽣徒によるグループワー

クを効果的にサポートできる。 

step1 

step2 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

step3 
step3 

step3 

step4 

step5 

step6 

個⼈ワーク 
教師は課題内容を提⽰し、まずは各⾃で
課題に取り組む。 
〈活動内容〉 
 「財政⾚字」を視覚的に解消するアイ
デアを考える。 
 ①教員は「左の棒（収⼊）が低く、右 

の棒（⽀出）が⾼いグラフ（＝⾚字 
状態）」の画像を⽣徒に配信する。 

 ②⽣徒は、左右の棒の⾼さを揃えるた 
めに、ClassPad.net の描画ツールを 
使って図形を操作する。 
例：低い棒の上に「増税」ブロック 

を書き⾜す。 
例：⾼い棒の上部をバツ印で消す 

（給付カット）。 
 ③：その操作を⾏った理由（を「ふせ

ん」に記⼊し、図の横に貼り付け
る。 

 
 
グループワーク① 
step3 で各⼈が作成したグラフを、今度
は各グループ員同⼠で共有し多様なアプ
ローチがあることを知る。 
この段階では議論や批判は⾏わず、クラ
スメートの多様な発想（図の書き⽅の違
い）を観察することに徹する。 
 
 
 
グループワーク② 
他者の視点を取り⼊れ、案の現実性を検
証する。その指摘を受けて、⽣徒は⾃分
の図をより現実的なものに修正する。 
 
 
 
 
 
 
代表者による発表 
修正した最終案を「提出箱」に提出す
る。 
教師は提出物の中から「現役世代の負担
増で解決した案」「⾼齢者の給付減で解
決した案」「⽀給開始年齢引き上げ等の
ミックス案」など、傾向の異なる 3 つを
選び、電⼦⿊板に並べて表⽰する。 
代表⽣徒は、「何を⼀番⼤切にして（何
を守りたくて）このバランスにしたか」
を発表する。 
 
 
 

 
教師は、Excel等で作成した「収⼊と
⽀出のバランスが崩れたグラフ（⾚
字状態の雛形）」の画像をファイル
ふせんとして⽤意し、これを⽣徒に
送信する。⽣徒は ClassPad.net の
「⼿書き機能」を利⽤して、①で配
信した画像の上に②の内容を直接書
き込む。さらに、その理由や意図を
記述したテキストふせんを作成し、
グラフの横に配置する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ClassPad.net の画⾯共有機能を⽤い
て、各⾃が作成した図をグループ内
で共有する。 
 
 
 
 
 
 
 
互いの案に対して良い点には「⾚い
ふせん」、懸念点には「⻘いふせ
ん」を⽤いて相⼿のノートにコメン
トする。 
 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

step7
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まとめ・宿題 
学習内容を総括する。教員は現状の年⾦
制度維持の難しさを説明し、より多くの
⼈が納得できる制度を模索し続けること
が⼤切であるとまとめる。 
また、宿題(もしくは授業の残り時間)で
年⾦制度に対する考え⽅の変化について
⽣徒に振り返ってもらう。⽣徒は提出し
て、授業は終了する。 
 
 

 
⽣徒は授業を通じて⾃⾝の考えがど
のように変化したか、または何を重
要だと感じたかを振り返り⽤のテキ
ストふせんに記述する。これを再度
「提出箱」に提出させることで、
個々の学習の定着度や価値観の変容
を確認する。 
 

 

 


